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2006年12月4日《No.22》
憲法９条が未来をひらく
読売新聞「意見広告」に大きな反響！
　国公労連は11月26日（日）、読売新聞朝刊に全面の「意見広告」を掲載しました。
「憲法９条が未来をひらく」「武力で平和は築けません」という見出しに、「九条の会」呼びかけ人の井上ひさしさん、奥平康弘さん、小田実さん、澤地久枝さん、鶴見俊輔さんからのメッセージを中心に憲法９条の大切さをアピール、「私たちは、日本を『戦争する国』に変える９条改憲に反対します。改憲と一体の国民投票法案、教育基本法『改正』法案の廃案を求めます」と呼びかけました。なお、「意見広告」は、国公労新聞11月25日号（1247号）３面にも掲載しました。
読売新聞掲載直後から国公労連のホームページ（11月25日にリニューアル）のアクセスが飛躍的に増えており、掲載当日朝７時から現在でもなお、電話、ＦＡＸ、メールが連日寄せられ、大きな反響がありました。
「公務員が勇気をもって訴えたことに感動」
「意見広告」に対する国民の反応は、一部の硬直的な反発をのぞけば「９条を守ることが正論だと気づかされた」「公務員が勇気をもって人間らしい言葉で訴えたことに感動しました」「ヒステリックな公務員バッシングの渦中にある中でよくぞ意見広告に喝采を送ります」など好意的な内容が大半でした。紙面の関係から一部だけ紹介します。
声をあげようと勇気づけられた

○　ちひろさんの絵を使った素晴らしい意見広告ですね。あきらめないで、声を上げてこうと勇気づけられました
国家公務員の労働組合が発表し、鳥肌がたつほど感激
· 読売新聞をはじめ、マスコミの右傾化の影響がかなり国民に浸透してきているなかで、それに拍車をかける北朝鮮の拉致やテポドン、核実験など…、それを最大限利用して「日本も核武装を」とまで閣僚が平気と発言する今の状況。憲法９条に対するボディブローのような攻撃が政治家とマスコミこぞってなされていて、９条がノックダウン寸前とまではいきませんが、相当足にきているようなラウンドにさしかかっている危機感を強く感じています。
そうしたなかで、読売新聞に『憲法９条が未来をひらく』という大胆な意見広告を、それもこれまた逆風にさらされている国家公務員の労働組合が発表するというところに、私は鳥肌が立つほど感激しました。そういう意味では、まだまだ日本という国も捨てたものじゃないと感じました。

風当たりが強くても、勇気を持って正論主張を
○　北朝鮮の問題などもあり憲法を改正するのがさも当たり前のような感覚におちいっておりました。しかし九条の会の方々の御意見をよくよく読ませていただくと、ごく普通の感覚で、冷静に考えると、どうも憲法九条をきちんと守ること、教育基本法を守ることの方がよほど正論だと思いましたし、平和のためになると気づかされた次第です。公務員の方々にも風あたりが強くたいへんな御時世だと察しますが、今後も勇気を持って正論を主張ください。
人間らしい言葉に感動！自らの頭で考える大切さ
○　派手な広告が多いなかで、みなさんの意見広告は逆に目にとまりました。世の中、憲法９条は古くさいという意見が多くなっているなかで、憲法をよりどころにする公務員のみなさんがきちんとした意見を発表していることにまず感動しました。意見広告の内容も読売の読者でも正確に読み取りさえすれば理解できるとても人間らしい（そういう意味でも人間の原点である赤ちゃんの絵を使われたことも本来の人間らしさをあらためて考える上で良かったですよ）言葉で伝わってきました。ややもすると世の中の流れのようなものに無頓着になりがちですが、みなさんの意見広告を読んであらためて自らの頭で考えることの大切さを思いました。
声を大にして、九条を守らなければ
○「憲法９条が未来をひらく」の意見広告を読み、少し安心致しました。

　　いま、少しづつ、少しづつ、国が変な恐ろしい方向に進まされている気がしてなりません。戦後生まれの私でさえ、地球上のどこかでいつも戦争が行われ、すべて良い結果を生んでいない事を知っているからです。国を愛する、美しい国という美辞の陰に暗い蠢くものを感じ不安になります。

　　政治家たちは過去の戦争を忘れてしまったのでしょうか、人間は愚かなのでしょうか。

　　声を大にして、九条を守らなければならないと思っています。

（※意見広告への感想・意見は、国公労新聞２００７年新年号３面に掲載します）。
カラーポスターを活用して、カンパ集めきろう！
国公労連は「戦争する国」づくり反対を訴え、「平和への願いをカタチにする」運動である新聞意見広告運動を、読売新聞朝刊１回だけで終わらせるのではなく、カラーポスターにして、職場の内外で掲示し、国民世論をいっそう広げていきます。
９条改憲反対運動をいっそうすすめるために、「新聞意見広告」を活用したカラーポスター（Ａ２サイズ）は、12月12日に発送します。いま進めているカンパ運動の成功と、各単組のカンパ目標達成のため、組織運動としての役割発揮として、このポスターを活用してください！
▼情勢や、憲法、教育基本法改悪反対の運動について知りたい方は
国公労連
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「九条の会」メールマガジン申し込みは　http://www.9-jo.jp/　
県国公のとりくみ
北海道で熱く１万人集会
教育基本法改悪法案を廃案にしよう！
【北海道国公発】「教育基本法改悪法案を廃案にしよう！全道1万人集会」が11月25日、札幌市大通公園で開かれました。ナショナルセンターの所属を超えた全ての教職員組合が全道から参加し、北海道国公からも家族連れを含む150名が参加しました。
集会では、教職員、父母、若者、教育学部の学生らが参加者を代表しての訴えを行い、「我が子や教え子を再び戦場に送らないことを誓い、政府法案を廃案にするため、最後まであきらめずにたたかう」とするアピールを採択しました。
集会後、南・北の二コースに別れてでも行進を行いました。会場を出発するまで30分以上かかり、「教育基本法案改悪反対」「愛国心の強制を許すな」「教育の自由を守れ」の声が札幌中心街に響きわたり、延々と続く行進は、市民や沿道の人たちの注目を集めました。

「九条の会」小森陽一事務局長in札幌
1万人集会の興奮に続き、「憲法・教育基本法改悪阻止学習集会」（北海道国公主催）が開催され一般市民の参加も含め200名の参加がありました。
北海道憲法改悪反対運動推進センター、安保廃棄北海道実行員会、「札幌中心街職場9条の会」からの報告受けた後、「憲法9条　未来をひらく」と題して小森さんから講演を受けました。
■公務員としての存在意義をかけた運動を
安倍政権の危険な性格と教育基本改悪、自民党「新憲法草案」のねらいと本質などについて、時には笑いを誘い、時には文学者らしく言葉の力や深い意味にこだわり、参加者の魂に訴えかける熱い語りは圧巻であっという間の約2時間でした。「いま日本では、公務員がユダヤ人攻撃（と同様のもの）を受けていると自覚して下さい。皆さんは、どこかで自分が公務員として給料をもらっていることが罪悪だと感じていらっしゃいませんか、心の底で。もし感じていたら、それを払拭して下さい。誇りを持って、憲法第99条にあるように、私たち公務員こそが憲法を、その職務にかけて守るという、そういう役割を担った働き手なんだ。私たち公務員こそが、憲法の精神を精神としてではなくて、全ての人々の生活に根付かせる、その中心に憲法9条がある、25条を生かすためにだって、9条が必要なのだ、そういう公務員としての存在意義、そこに命をかけた運動にしていって下さい」との訴えが特に心に残っています。

九条の会
充実した「セミナー」に共感と感動
今後の開催に期待の声も
「九条の会」初の「憲法セミナー」が11月25日に開かれ、参加した約800人は、「九条の会」呼びかけ人やゲストのあいさつ、講演に聞き入りました。

《加藤周一さんのあいさつ》

「九条の会」は仲間を広げることと一人ひとりの考えを深めることをめざしているが、「セミナー」はその後者をめざすもの。そのための問題提起だが、9条を守ることは対外関係をどのようにするかと密接に関連しており、①憲法をそのままに独立する、②憲法はそのままだが従属状態もつづく、③改憲して独立を強める、④改憲しても従属的態度をとる――の４つの選択肢がある。改憲派がめざすのは④だが、一番現実的で未来のために必要なのは①ではないか。

《澤地久枝さんの講演》

憲法は第一次大戦後の平和でありたい、軍事力はいらないという人類の悲願を体現したもの。この憲法を変えようというのはアメリカにつき従ってアメリカの傭兵のように戦争に行くためだ。戦死者やその遺族を訪ねて聞いた戦争の悲惨な実態を紹介してきた者として、それを若い人たちに自分につながる話として伝えることの重要性を痛感している。評論家の丸岡秀子さんのおばあさんは「苦労を泣かせるな」という言葉を口ぐせのように言っていたというが、私は「憲法を泣かせるな」と言い、勝つまでは意思を捨てないことを強調したい。

《辻井喬さんの講演》

教育基本法タウンミーティングで政府が賛成発言を組織するなど、日本の社会は退廃、堕落の兆候がみられる。教育基本法を変えたら20年くらいで主体性が奪われたおとなが育ち、改憲は成功すると彼らは計算しているのではないか。狂信的で国粋的な日本をつくることは幻であることをはっきりさせなければいけない。憲法でも、よく説明すれば圧倒的多数が護憲派だ。メディアの謀り（はかり）にのって「社会主義か自由主義か」といった一種の脅迫に惑わされてはいけない。護憲の側も、たとえば伝統には創造の源になるものもあり、タブーをもってはならない。そして若者の可能性を引き出すために努力したい。　（「九条の会」１１月２８日付より転載）
今後の予定
■ 教育基本法改悪反対の行動
▼ １２・６中央行動
◇と　き：１2月6日（水）１2時15分～、14時～　　◇ところ：国会前座り込み行動
◇主　催：「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」など

▼ １２・７中央決起集会
◇と　き：１2月7日（木）18時30分～　　◇ところ：日比谷野外音楽堂
◇主　催：国民大運動、「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」など
さまざまなとりくみ（署名行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください　　　以　上









